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この度はファイバーをご購入頂き有り難うございます。 
施工前に必ずお読みの上、正しく施工してください。 

必ずお読みください！ 
安全上のご注意 

警告 注意 

屋根工事は高所作業です。正しい服装と保護具を着用してください。 

ファイバーは薄鋼板製です。端部で手を切らないよう、作業用手袋を着用し施工してください。 

雨天時や屋根表面が濡れている場合は、施工しないでください。滑り落ちる恐れがあります。 

製品を屋根面に置く場合、ロープ掛け等の滑落防止の処置をしてください。滑り落ちる恐れがあります。 

施工上のご注意 

周囲に人がいないか確認して
から施工してください。人にぶ
つかるとケガをする恐れがあ
ります。 

施工上の取扱いについて 
軒の出は水平148mm以内としてください。 

ファイバー取付けは、釘又は、ビス、スクリュー釘φ2.15×R=45（市
販品）以上を300mm以下の間隔で上下を留め付けてください。 

ファイバーの継ぎ目は必ず野縁（下地）を入れ、ジョイントカバーを
使用してください。 

ファイバーへの塗料の上塗りはできませんので注意してください。  

建築基準法の規制を受けますので、耐火建築物へは使用できません。
(準耐火構造への施工は使用できます。)

準耐火構造の建物にファイバーをご使用される場合は、軒天材及び
外壁材は準耐火構造認定品をご使用ください。 

沿岸地域(塩害の恐れのある地域)、または濃霧多発地域でのご使
用は避けてください。 

ファイバーは薄鋼板製ですので、端部で手を切らないよう作業用の
手袋を着用し施工を行ってください。 

住宅性能表示　3等級対応 

エンド部分は切れ易くなって
いますので、保護手袋をご使
用ください。手を切る恐れが
あります。 

ファイバーをぶつけると
変形しますので、十分、
周囲を確認してから施工
してください。 



保管、運搬上の取扱いについて 
在庫期間中に水ぬれや結露が発生しますと、変色する場合がありますので、保管には十分
にご注意ください。 

同じ色彩のファイバーは製造により特性値が異なりますので､年月を経ると外観に差異が
できます。同一建物での混合使用は避けてください。 

運搬時、表面にスレきず、カキきずが付く場合がありますので、取扱いには十分注意してく
ださい。 
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別売品 

ジョイントカバー 価格 12,000円（税込：12,600円）6枚入り 

［施工図］ 
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［寸法図］ 

施工手順 
野地板 

鼻隠し 

ファイバー 
外壁 

ファイバー 
受材 

［施工図］ 

q外壁と同じ厚みの受材をあらかじめ留め付けしておきます。

w受材に向かってファイバーを300mm以下の間隔で上下を留め付けます。 

eファイバーの継ぎ目はジョイントカバーを使用し、上下を留め付けます。 

r破風板、鼻隠しを柱、間柱まで届くように留め付けます。ファイバーは傷付けな
いようにします。 

t外装材を受材まで突きつけて留め付けし、張り上げます。 

yファイバーと外装材、鼻隠しの取合いはシーリング材を使用し、隙間が生じない
よう施工します。取合い部は必要に応じてバックアップ材等を入れ、シーリング
材は隙間なく充てんします。 

標準納まり図（断面） 

ファイバー 
通気スリット 

留付材 

シーリング材 

加熱膨張材 
ファイバー 
受材 
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屋根材 

鼻隠し 

外壁 

ファイバー受材 

鼻隠し 
下地 

［施工図］ 

［寸法］ 
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アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板＋3次元不織布＋加熱膨張材 


